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平
成
23
年
の
成
人
式
が
１
月
８
日
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
新

成
人
20
人
（
出
席
者
13
人
）
の
新
た

な
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
、
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
松
井
町
長
、

岩
本
議
長
な
ど
の
握
手
で
迎
え
ら
れ

て
入
場
。
一
人
ひ
と
り
の
紹
介
に
続

き
、
細
矢
教
育
委
員

長
の
式
辞
、
町
長
、

議
長
、
市
橋
道
議
会

議
員
か
ら
励
ま
し
の

言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表

し
て
奥
山
裕
介
さ

ん
（
美
国
町
）
が
記

念
品
の
贈
呈
を
受

け
、
成
田
友
亮
さ
ん

（
美
国
町
）
と
能
代

谷
仁
美
さ
ん
（
神
岬

町
）
が
「
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
担
う
社
会

人
の
一
人
と
し
て
責

任
と
義
務
を
果
た
し
、

限
り
な
い
可
能
性
に

向
け
歩
ん
で
い
き
ま

す
。」
と
力
強
く
成
人
の
誓
い
を
行

い
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
き
町
内
出
身
の
同

級
生
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏

が
行
わ
れ
、
親
子
や
友
人
同
士
で
記

念
写
真
を
撮
る
な
ど
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

年
度
は
、
昨
年
ま
で
一
冬
３
回
ま
で

と
し
て
い
た
利
用
回
数
の
限
度
を
無

く
し
、
雪
が
た
ま
っ
た
段
階
で
制
度

を
利
用
で
き
ま
す
。

　

雪
の
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
ぜ
ひ
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
に
よ
り
町

民
の
方
１
人
が
亡
く
な
る
痛
ま
し
い

事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
屋
根
の

雪
下
ろ
し
作
業
は
大
変
な
重
労
働
と

危
険
を
伴
い
ま
す
。
作
業
は
１
人
で

行
わ
ず
、
家
族
や
近
所
の
方
と
協
力

し
な
が
ら
複
数
で
行
う
な
ど
、
事
故

防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
河
川
や
排
水
路
へ
の
投
雪

は
、
融
雪
期
に
増
水
被
害
を
及
ぼ
す

危
険
も
あ
り
ま
す
の
で
、
水
の
流
れ

や
量
を
確
認
し
、
投
雪
後
の
自
己
責

任
に
よ
る
監
視
も
必
要
で
す
。

　

後
志
北
部
に
大
雪
警
報
が
発
令
さ

れ
た
１
月
20
日
、
町
で
は
職
員
に
よ

る
町
内
の
巡
回
と
緊
急
的
な
対
策
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に

除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
自
治
会
で
は
、
高
齢
者

世
帯
や
集
会
場
な
ど
を
中
心
に
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

１
月
に
入
っ
て
か
ら
の
集
中
的
な

降
雪
に
よ
り
、
国
道
・
道
道
・
町
道

の
両
脇
に
は
行
き
場
の
な
い
雪
が
高

く
積
み
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、
町
民
は

連
日
の
除
雪
で
の
疲
労
の
蓄
積
に
悲

鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

町
の
調
べ
で
は
、
１
月
25
日
現
在
、

積
雪
深
は
１
５
１
㎝
。
昨
年
１
月
末

と
比
較
す
る
と
50
㎝
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

毎
日
の
よ
う
に
続
く
降
雪
は
、
特

に
例
年
比
較
的
積
雪
量
が
少
な
い
入

舸
地
区
、
余
別
地
区
の
生
活
道
路
や

堆
雪
場
の
確
保
な
ど
に
支
障
を
き
た

し
、
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
除
排
雪
の
水
準
低
下

や
作
業
技
術
に
対
す
る
疑
問
な
ど
多

く
の
苦
情
や
緊
急
車
輌
の
通
行
確
保

な
ど
へ
の
心
配
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
懸
命
な
除
排
雪
作
業
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
連
日
続
く
降
雪

に
作
業
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
で
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
、

路
上
駐
車
の
禁
止
や
堆
雪
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
な
ど
に
地
域
ぐ
る
み
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝

▲堆雪により狭くなった町道（余別町）

『
雪
の
事
故
』
の
未
然
防
止
を
！

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

 年度 降雪量 積雪深
 平成17年度 857 244
 平成18年度 257 50
 平成19年度 360 74
 平成20年度 310 50
 平成21年度 479 101
 平成22年度※ 516 151

各年度１月末までの降雪量と積雪深
単位：㎝

※平成22年度は１月25日現在（町調べ）

　

町
で
は
高
齢
者
な
ど
の
世
帯
を
対

象
に
、
家
の
出
入
口
や
窓
な
ど
緊
急

時
の
避
難
路
を
確
保
す
る
た
め
の
除

雪
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
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平
成
23
年
の
積
丹
消
防
団
出
初
式

が
１
月
７
日
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
に
よ
り
招

集
さ
れ
た
団
員
74
人
は
、
美
国
神
社

で
今
年
１
年
の
安
全
祈
願
を
行
い
、

式
典
の
会
場
と
な
る
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
勤
続
さ
れ
た
方
々
に
対

し
、
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

■
北
海
道
知
事
表
彰

30
年
勤
続
章

　

白
川　

幸
治
さ
ん
（
第
５
部
長
）

20
年
勤
続
章

　

須
田　

真
史
さ
ん
（
第
４
団
員
）

　

廣
和　

寿
幸
さ
ん（
第
８
副
分
団
長
）

10
年
勤
続
章

　

加
藤　

博
明
さ
ん
（
第
２
班
長
）

　

鳴
海　

友
幸
さ
ん
（
第
３
団
員
）

　

杉
野　

徳
幸
さ
ん
（
第
４
団
員
）

　

柏
崎　

正
博
さ
ん
（
第
６
団
員
）

　

野
宮　

邦
明
さ
ん
（
第
８
班
長
）

■
北
後
志
管
理
者
表
彰

40
年
勤
続
表
彰

　

吉
田　

敏
文
さ
ん（
第
５
分
団
長
）

　
20
年
勤
続
表
彰

　

小
原　

文
雄
さ
ん（
第
３
団
員
）

　

竹
谷　

満
洋
さ
ん（
第
３
団
員
）

　

横
山　

光
明
さ
ん（
第
５
部
長
）

　

佐
藤　

泰
雄
さ
ん（
第
５
班
長
）

　

廣
和　

寿
幸
さ
ん（
第
８
副
分
団
長
）

　
10
年
勤
続
表
彰

　

八
戸　

伸
幸
さ
ん（
第
１
団
員
）

　

加
藤　

孝
義
さ
ん（
第
２
団
員
）

　

杉
野　

徳
幸
さ
ん（
第
４
団
員
）

　

齋
藤　

博
文
さ
ん（
第
５
団
員
）

　

海
田　

久
夫
さ
ん（
第
５
団
員
）

　

柏
崎　

正
博
さ
ん（
第
６
団
員
）

　

飯
田　

浩
紀
さ
ん（
第
８
団
員
）

■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

功
績
章

　

大
島　

克
己
さ
ん（
団
本
部
副
団
長
）

　

三
上　

一
孝
さ
ん（
第
４
分
団
長
）

20
年
勤
続
章

　

小
原　

文
雄
さ
ん（
第
３
団
員
）

　

竹
谷　

満
洋
さ
ん（
第
３
団
員
）

　

横
山　

光
明
さ
ん（
第
５
部
長
）

　

佐
藤　

泰
雄
さ
ん（
第
５
班
長
）

　

廣
和　

寿
幸
さ
ん（
第
８
副
分
団
長
）

10
年
勤
続
章

　

八
戸　

伸
幸
さ
ん（
第
１
団
員
）

　

杉
野　

徳
幸
さ
ん（
第
４
団
員
）

　

海
田　

久
夫
さ
ん（
第
５
団
員
）

　

畑
中　

禅
一
さ
ん（
第
６
団
員
）

　

柏
崎　

正
博
さ
ん（
第
６
団
員
）

　

飯
田　

浩
紀
さ
ん（
第
８
団
員
）

■
積
丹
消
防
団
長
表
彰

個
人
表
彰

　

新
岡　

悦
子
さ
ん

（
婦
美
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
副
会
長
）

　

角
田　

陽
子
さ
ん

（
余
別
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
監
事
）

積
丹
消
防
団

り
で
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
、

所
属
分
団
、
役

職
の
順
。
敬
称

略
。）

　

１
月
18
日
に
安
宅
範
子
さ
ん

（
余
別
町
）
が
新
た
に
人
権
擁
護

委
員
に
任
命
さ
れ
、
札
幌
法
務
局

小
樽
支
局
で
田
中
支
局
長
か
ら
委

嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
ま
ち
の
相

談
役
と
し
て
、
市
町
村
長
の
推
薦

に
基
づ
き
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
ま

す
。

　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
全

国
に
１
万
４
千
人
（
う
ち
女
性
委

員
５
，
９
０
０
人
）
の
方
が
、
法

務
局
職
員
と
と
も
に
人
権
侵
害
事

件
の
調
査
処
理
、
人
権
相
談
、
人

権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

女
性
や
外
国
人
に
対
す
る
差
別
、

い
じ
め
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
随
時
応
じ
ま
す
の
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

　

町
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
方
々
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
み
ん
な
の
町
の
相
談
役

▲成田康正さん
（美国町）

TEL 44－2102

▲川井順應さん
（入舸町）

TEL 45－6132

▲安宅範子さん
（余別町）

TEL 46－5108




